
平成２９年度　当初予算（案）平成２９年度　当初予算（案）平成２９年度　当初予算（案）平成２９年度　当初予算（案）

主な事業の説明書主な事業の説明書主な事業の説明書主な事業の説明書

上下水道部上下水道部上下水道部上下水道部



款款款款 項項項項 目目目目  大事業 大事業 大事業 大事業 ページページページページ[一般会計][一般会計][一般会計][一般会計]4444 1111 7777 61616161 浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金 ８－　１８－　１８－　１８－　１[公共下水道事業特別会計][公共下水道事業特別会計][公共下水道事業特別会計][公共下水道事業特別会計]1111 1111 1111 10101010 下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費 ８－　２８－　２８－　２８－　２1111 1111 1111 10101010 下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務）））） ８－　３８－　３８－　３８－　３　　　　　　　　　　　　＜特環・農集会計分含む＞　　　　　　　　　　　　＜特環・農集会計分含む＞　　　　　　　　　　　　＜特環・農集会計分含む＞　　　　　　　　　　　　＜特環・農集会計分含む＞2222 1111 1111  10・11 10・11 10・11 10・11 公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分） ８－　４８－　４８－　４８－　４2222 1111 1111 12121212 流域下水道事業費＜特環会計分含む＞流域下水道事業費＜特環会計分含む＞流域下水道事業費＜特環会計分含む＞流域下水道事業費＜特環会計分含む＞ ８－　５８－　５８－　５８－　５[特定環境保全公共下水道事業特別会計][特定環境保全公共下水道事業特別会計][特定環境保全公共下水道事業特別会計][特定環境保全公共下水道事業特別会計]1111 1111 1111 10101010 下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費 ８－　６８－　６８－　６８－　６2222 1111 1111  10・11 10・11 10・11 10・11 特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分） ８－　７８－　７８－　７８－　７[特定地域生活排水処理事業特別会計][特定地域生活排水処理事業特別会計][特定地域生活排水処理事業特別会計][特定地域生活排水処理事業特別会計]1111 1111 1111 10101010 浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費 ８－　８８－　８８－　８８－　８[農業集落排水事業特別会計][農業集落排水事業特別会計][農業集落排水事業特別会計][農業集落排水事業特別会計]1111 1111 1111 10101010 農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費 ８－　９８－　９８－　９８－　９2222 1111 1111 11111111 （新規）農業集落排水事業費（単独分）（新規）農業集落排水事業費（単独分）（新規）農業集落排水事業費（単独分）（新規）農業集落排水事業費（単独分） ８－１０８－１０８－１０８－１０※部毎に款・項・目・大事業の順番とする。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・目　　　　　次目　　　　　次目　　　　　次目　　　　　次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



（一般会計） 4 款 1 項 7 目 61 事業課所名：上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円
１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

平成29年度末目標①普及率　１７．２％ （普及率 ＝ 処理区域内人口 14,584人 ／ 住民基本台帳人口 　84,903人）②進捗率　５３．３％ （進捗率 ＝ 処理区域内人口 14,584人 ／ 計画処理区域内人口 27,378人）２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）

３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）
４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）　浄化槽設置補助事業を継続的に推進し、公共用水域の保全並びに水洗化の向上を図る。

　下水道等の集合処理型の施設整備には、多額の経費と整備着手まで相当の時間がかかるため、現在認可区域外において市民が要望するトイレの水洗化を支援することにより、短期的に市全体の水洗化率の向上が図られている。
　市全体の生活排水処理の普及率向上のためには、合併処理浄化槽による水洗化を進める必要があり、今後とも合併処理浄化槽の設置促進に努める。

0000国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
　公共下水道事業及び農業集落排水事業の区域外において、公衆衛生の向上及び良好な生活環境の確保を図り、併せて公共水域の水質保全に資するため、補助金を交付することにより、短期に着実な整備を図ることができる合併処理浄化槽の整備を促進することを目的とする。

浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金浄化槽設置整備事業費補助金

21,81521,81521,81521,815 21,81521,81521,81521,815 43,76043,76043,76043,760

87,39087,39087,39087,390 千円【28年度】 87,39087,39087,39087,390 千円【増減額】※29年度事業費の財源内訳
事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　浄化槽の整備促進

継続『事業名』

国 県 市 基準額①×④ 市嵩上分②×④　５人槽　 352 117 117 118 118 470 65 30,550 22,880 7,670７人槽 441 147 147 147 147 588 90 52,920 39,690 13,230１０人槽 588 196 196 196 196 784 5 3,920 2,940 980合 計 1,381 460 460 461 461 1,842 160 87,390 65,510 21,880＊国・県・市は基準額の３分の１を補助する。市内業者が施工した場合は、市補助分と同額を嵩上げし補助する。
補助額（嵩上後）①+②=③ （単位：千円、基）人槽区分 基準額① 基準額内訳 市嵩上分② 設置基数④ 予算額③×④ 予算額内訳

単位(基、％)設置基数 普及率平成25年度 166 16.1平成26年度 126 16.4平成27年度 149 16.7
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（公共下水道事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業課所名：上下水道部　下水道課　【29年度】 千円
下水道使用料等１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

　対象区域：大曲・神岡・西仙北２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）　適正な維持管理により、地域の公衆衛生の向上と生活環境の改善が図られている。３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）　今後とも、コスト削減及び施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）
下水道課 千円神岡支所 千円西仙北支所 千円  主な支出 流域下水道維持管理負担金（大曲、神岡） 千円炭化施設維持管理負担金（大曲、神岡） 千円水質検査手数料（大曲、神岡） 千円ポンプ・処理施設維持管理委託料（西仙北） 千円処理場修繕料（西仙北） 千円下水道事業法適用移行業務委託　（公共分） 千円（下水道事業における地方公営企業法適用による企業会計方式の導入）

国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
6,9006,9006,9006,900 308,487308,487308,487308,487

315,387315,387315,387315,387 千円【28年度】 324,210324,210324,210324,210 千円【増減額】 △ 8,823△ 8,823△ 8,823△ 8,823※29年度事業費の財源内訳
事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　公共下水道事業の推進

継続『事業名』 下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費

9446,985

4,80117,395

　管渠、処理場等について、定期的な保守点検等の維持管理の実施により、施設機能を保全し、安定的で継続的な事業運営を図る。　また、限られた予算の中でコスト削減に努め、支障なく施設を稼働するための維持管理を行う。

　大きな事故もなく、支障のない施設稼働が確保された。次年度以降も突発的な大修繕に至らぬ様、適切な日常点検に努めることが求められる。
215,60045,8512,2656,571

293,191
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（公共下水道事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業（特定環境保全公共下水道事業特別会計) 1 款 1 項 1 目 10 事業（農業集落排水事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円千円 千円 千円千円 千円 千円千円 千円 千円
１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）①企業会計移行対象事業　（４事業）公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業、特定地域生活排水処理事業、農業集落排水事業②企業会計への移行時期平成３０年４月１日（予定）③企業会計移行スケジュール準備期間　３年間　　平成２７年度～平成２９年度④主な法適用移行業務の内容ⅰ 固定資産の調査と評価（資産台帳の整備） 【委託】ア､工事関連書類、決算書など必要書類の収集と整理。イ､固定資産の調査と評価による帳簿原価の算出。ⅱ 法適化に伴う事務手続き 【職員対応】ア､組織・執行体制の検討、関係部局との調整事項の整理。イ､企業会計に関する意識と知識、準備作業に関する職員研修の実施。ウ､条例・規則等の改正作業、出納・収納取扱金融機関の指定。エ､企業会計方式の新予算の編成と打ち切り決算の実施、事業の廃止と開始の届け出。ⅲ システム構築 【委託】ア､企業会計システム（資産管理システムを含む）※上水道事業会計システムを活用⑤平成２７～２９年度の委託業務・ 資産調査評価業務（法適化に伴う事務手続き支援業務を含む）⑥平成２８～２９年度の委託業務・ 企業会計システム構築

　下水道事業において、地方公営企業法の適用（以下「法適用」という。）による企業会計方式を導入し、経営の健全化、財務状況の明確化及び下水道施設の効率的な維持管理を図る。　下水道事業の法適用移行作業を進め、企業会計方式による財務諸表の作成など経営状況や財政状況の明確化を図り、将来にわたって安定的な事業運営を目指す。
　下水道事業の法適用移行作業を進め、企業会計方式による財務諸表の作成など経営状況や財政状況の明確化を図り、将来にわたって安定的な事業運営を目指す。
　法適用移行事務を確実に実施するための移行体制を構築するとともに、将来的な上下水道部の組織体制について検討する。企業会計導入後の不具合が生じないよう移行事務について点検しながら進める。

3,400 466,800 9117,10017,10017,10017,100 2222222222226,900 85※29年度事業費の財源内訳国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源3,446 8,220 △ 4,7746,891 16,440 △ 9,54917,32217,32217,32217,322 千円【28年度】 41,10041,10041,10041,100 千円【増減額】 △ 23,778△ 23,778△ 23,778△ 23,7786,985 16,440 △ 9,455
事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進　　　　　　　　 (基本事業)公共下水道事業の推進

継続『事業名』 下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務）下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務）下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務）下水道維持管理費（地方公営企業法適用移行業務）（うち公共分）（うち農集分）（うち特環分）
（公共分）（特環分）（農集分）
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（公共下水道事業特別会計） 2 款 1 項 1 目 10.11事業課所名：上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円千円 千円 千円千円 千円 千円
1款1項1目：下水道受益者負担金 １．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）平成29年度末目標　　公共下水道（公共下水道・特定環境保全公共下水道）①普及率　４１．１％ （普及率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 住民基本台帳人口　 84,903人）②進捗率　９２．７％ （進捗率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 計画処理区域内人口 37,597人）２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）

４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要） （単位：千円）区　分 事　業　概　要

合　計 419,428298,719120,709
刈和野浄化センター長寿命化対策工事　機械・電気設備更新工事（空調・換気設備、計測設備）効率的整備計画策定業務委託工事監理業務委託西仙北地域 27,32021,3196,001

32,492
　市民の公衆衛生及び生活環境の向上と公共水域の水質の保全に資するため、下水道整備を継続的に進め、健康で文化的な社会環境を確保し、明るく豊かな市民生活の実現を図る。
　下水道整備計画に基づき処理区域は拡大してきており、事業目的の達成のための着実な進捗が図られている。大曲及び神岡地域とも、単年度の計画事業は概ね予定どおり順調に実施されている。２８年度末普及率は４０．５％となる見込みで、地域の下水道整備率の向上が図られている。　今後とも未整備地域の解消を図るとともに、財政状況や事業を取り巻く情勢から、中長期的な見通しと課題を整理し、持続可能な事業運営が必要である。また、あわせて施設の老朽化に対応し健全性を確保するため「長寿命化対策」に取り組み、限られた財源の中で、ライフサイクルコストの最小化を図り、計画的な改築更新を行う必要がある。　公衆衛生の向上及び良好な生活環境の確保を図るため、下水道を整備し公共水域の水質保全を図る。　また、処理施設の老朽化に対応するため、計画的な改築更新を行っていく。事 業 費

20,25120,25120,25120,2519,43910,8124,570
88,217

（補助分）

150,274150,274150,274150,274 232,100232,100232,100232,100 16,80316,80316,80316,80312,233106,700125,400

（単独分）大曲地域 322,108 管路工事 L=2,381.25m（福田町・大花町・富士見町・飯田字家ノ前地内）公共ます設置工事管路実施設計効率的整備計画策定業務委託生活排水処理整備事業協議資料作成221,400100,708神岡地域 70,000 管路工事 L=573.50m（大坪・宮田地区）56,00014,000

国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源419,428419,428419,428419,428 千円【28年度】 342,317342,317342,317342,317 千円【増減額】 77,11177,11177,11177,111※29年度事業費の財源内訳298,719 254,100 44,619120,709150,274

事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　公共下水道事業の推進
継続『事業名』 公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分）公共下水道事業費（補助分・単独分）（うち補助分）（うち単独分）（補助分）（単独分）
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（公共下水道事業特別会計） 2 款 1 項 1 目 12 事業（特定環境保全公共下水道事業特別会計） 2 款 1 項 1 目 12 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円千円 千円 千円千円 千円 千円
１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）
２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）秋田湾・雄物川流域下水道大曲処理区の建設費負担金（県と市町村が各１／２負担）平成２９年度 予定事業内容《管渠・ポンプ場》 《大曲処理センター》・効率的整備計画策定建設費負担金 （単位：千円）

2,50011,935合 計

事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進　　　　　　　　　　　(基本事業)　公共下水道事業の推進
継続『事業名』 流域下水道事業費流域下水道事業費流域下水道事業費流域下水道事業費

11,93511,93511,93511,935 千円【28年度】 17,42117,42117,42117,421 千円【増減額】 △ 5,486△ 5,486△ 5,486△ 5,4869,435 13,821 △ 4,3862,500 3,600 △ 1,100※29年度事業費の財源内訳国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
11,90011,90011,90011,900 353535359,400 352,500　広域的な汚水処理のため県が実施している流域下水道事業における幹線管渠及び処理場等の整備に参画し、市の下水道事業と一体化して快適な生活の向上を図る。　　平成29年度末目標　　公共下水道（公共下水道・特定環境保全公共下水道）①普及率　４１．１％ （普及率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 住民基本台帳人口 84,903人）②進捗率　９２．７％ （進捗率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 計画処理区域内人口 37,597人）　市の下水道事業と県の流域下水道事業を一体的に推進することにより、公衆衛生及び快適な生活環境の向上と河川などの公共用水域の水質保全が図られている。

・大曲幹線他　ストックマネジメント調査計画金額地域名会計名 1,100

　今後とも、県と市双方が、適切な予算措置のもとで効率的な事業実施に努める。　●県が実施している事業への建設費負担により、公共下水道整備の推進を図る。
合計9,435神岡地域 8,335大曲地域公共特環 中仙地域 1,600仙北地域 900

（うち公共分）（うち特環分）
（公共分）（特環分）
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（特定環境保全公共下水道事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円
下水道使用料等１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

　対象区域：西仙北・中仙・協和・南外・仙北２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）　適正な維持管理により、地域の公衆衛生の向上と生活環境の改善が図られている。３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）　今後とも、コスト削減及び施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）
下水道課 千円西仙北支所 千円中仙支所 千円協和支所 千円南外支所 千円仙北支所 千円流域下水道維持管理負担金（中仙、仙北） 千円炭化施設維持管理負担金（中仙、仙北） 千円処理場保守管理委託料（西仙北・協和・南外） 千円処理場・中継ポンプ等修繕料（全域） 千円下水道事業法適用移行業務委託 （特環分） 千円（下水道事業における地方公営企業法適用による企業会計方式の導入）

国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
3,4003,4003,4003,400 124,102124,102124,102124,102 34,55934,55934,55934,559

162,061162,061162,061162,061 千円【28年度】 165,050165,050165,050165,050 千円【増減額】 △ 2,989△ 2,989△ 2,989△ 2,989※29年度事業費の財源内訳
事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　公共下水道事業の推進

継続『事業名』 下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費下水道維持管理費

　管渠、処理場等について、定期的な保守点検等の維持管理の実施により、施設機能を保全し、安定的で継続的な事業運営を図る。　また、限られた予算の中でコスト削減に努め、支障なく施設を稼働するための維持管理を行う。

　大きな事故もなく、支障のない施設稼働が確保された。次年度以降も突発的な大修繕に至らぬ様、適切な日常点検に努めることが求められる。105,1945,9777,91429,11410,4733,389 15,28417,5589,3763,446
70,400
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（特定環境保全公共下水道事業特別会計） 2 款 1 項 1 目 10.11事業課所名：上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円千円 千円 千円千円 千円 千円
1款1項1目：下水道受益者負担金 １．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）平成29年度末目標　　公共下水道（公共下水道・特定環境保全公共下水道）①普及率　４１．１％ （普及率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 住民基本台帳人口　 84,903人）②進捗率　９２．７％ （進捗率 ＝ 処理区域内人口 34,859人 ／ 計画処理区域内人口 37,597人）２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）

３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）
４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要） （単位：千円）区　分 事　業　概　要

協和中央浄化センター長寿命化対策　機械・電気・建築設備更新工事(汚泥貯留設備、計測設備、電気設備、消火災害防止設備)工事監理業務委託42,0007,945
合 計 128,717104,30724,410 管路工事 L=671.15m（小出・梨木田・下袋地内）効率的整備計画策定業務委託

500
南外地域 69,96654,00115,965協和地域 49,945 強首浄化センター長寿命化対策実施設計業務委託

　下水道整備計画に基づき処理区域は拡大してきており、事業目的の達成のための着実な進捗が図られている。南外地域は単年度の計画事業は予定どおり実施され、２８年度末普及率は４０．５％となる見込みで、地域の下水道整備率の向上が図られている。　今後とも未整備地域の解消を図るとともに、財政状況や事業を取り巻く情勢から、中長期的な見通しと課題を整理し、持続可能な事業運営が必要である。また、あわせて施設の老朽化に対応し健全性を確保するため「長寿命化対策」に取り組み、限られた財源の中で、ライフサイクルコストの最小化を図り、計画的な改築更新を行う必要がある。　公衆衛生の向上及び良好な生活環境の確保を図るため、下水道を整備し公共水域の水質保全を図る。　また、処理施設の老朽化に対応するため、計画的な改築更新を行っていく。事 業 費（補助分）（単独分）西仙北地域 8,8068,306

54,25354,25354,25354,253 64,90064,90064,90064,900 1,2481,2481,2481,248 8,3168,3168,3168,316

　市民の公衆衛生及び生活環境の向上と公共水域の水質の保全に資するため、下水道整備を継続的に進め、健康で文化的な社会環境を確保し、明るく豊かな市民生活の実現を図る。
43,20021,70054,253 24,410 19,307 5,103※29年度事業費の財源内訳国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源128,717128,717128,717128,717 千円【28年度】 110,907110,907110,907110,907 千円【増減額】 17,81017,81017,81017,810104,307 91,600 12,707

事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　公共下水道事業の推進
継続『事業名』 特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）特定環境保全公共下水道事業費（補助分・単独分）

1,248 5,6062,710
（うち補助分）（うち単独分）（補助分）（単独分）
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（特定地域生活排水処理事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円
浄化槽使用料等１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

　対象区域：西仙北・協和２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）
３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）　今後とも、コスト削減及び施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）

下水道課 千円西仙北支所 千円協和支所 千円  主な支出 浄化槽保守点検業務委託料 千円浄化槽清掃汲取業務委託料 千円浄化槽法定検査手数料 千円

事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　浄化槽の整備促進
継続『事業名』 浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費浄化槽維持管理費

16,50816,50816,50816,508 千円【28年度】 16,35116,35116,35116,351 千円【増減額】 157157157157※29年度事業費の財源内訳国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
16,26616,26616,26616,266 242242242242

10,5685,380 3,3449,6251,944

　市町村設置の浄化槽について、定期的な保守点検等の維持管理の実施により、浄化槽機能を保全し、安定的で継続的な事業運営を図る。　また、限られた予算の中でコスト削減に努め、支障なく施設を稼働するための維持管理を行う。
　適正な維持管理により、地域の公衆衛生の向上と生活環境の改善が図られている。今後とも、コスト削減及び施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。

　大きな事故もなく、支障のない施設稼働が確保された。次年度以降も突発的な大修繕に至らぬ様、適切な日常点検に努めることが求められる。560
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（農業集落排水事業特別会計） 1 款 1 項 1 目 10 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円
農業集落排水使用料等１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）　対象区域：大曲・神岡・西仙北・中仙・協和・仙北・太田２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）　適正な維持管理により、地域の公衆衛生の向上と生活環境の改善が図られている。３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）　今後とも、コスト削減及び施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）

（単位：千円）

【主な項目】○需用費　（電気料　63,098千円、修繕料　17,266千円）○役務費　（電話料　5,169千円、汚泥処理手数料等　29,497千円）○委託料　（施設維持管理業務委託料等　53,164千円）○使用料及び賃貸料（施設関連土地借り上げ料等　547千円）○下水道事業法適用移行業務委託（農集分） 千円（下水道事業における地方公営企業法適用による企業会計方式の導入）

事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　農業集落排水事業の推進
継続『事業名』 農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費農業集落排水維持管理費

208,765208,765208,765208,765 千円【28年度】 212,249212,249212,249212,249 千円【増減額】 △ 3,484△ 3,484△ 3,484△ 3,484※29年度事業費の財源内訳国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
6,8006,8006,8006,800 179,680179,680179,680179,680 22,28522,28522,28522,285　管渠、処理場等について、定期的な保守点検等の維持管理の実施により、施設機能を保全し、安定的で継続的な事業運営を図る。　また、限られた予算の中でコスト削減に努め、支障なく施設を稼働するための維持管理を行う。

　大きな事故もなく、支障のない施設稼働が確保された。次年度以降も突発的な大修繕に至らぬ様、適切な日常点検に努めることが求められる。地域名 全市 大曲 神岡 西仙北 中仙 協和 仙北 太田地区名（地区数） 全市（２９） 中田宮林大曲西部角間川（３） 神岡東部神岡西部（２） 上野川里（２） 中荒井大神成田ノ尻（３）農業集落排水維持管理費 208,765 64,905 11,439 23,197 15,324 29,191 31,155
6,891

稲沢白岩川口一ノ渡小種水沢宇津野下淀川沢庄峰吉川（１０）
薬師福田払田仙北北部（４） 横沢大町小神成太田今泉三本扇（５）33,554
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（農業集落排水事業特別会計） 2 款 1 項 1 目 11 事業課所名：　上下水道部　下水道課　　【29年度】 千円
１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）
　対象区域：仙北２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）
３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）　今後とも、施設の機能保全に努め、健全な事業運営の継続を図らなければならない。
４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性と29年度事業の概要）
　農村地域の下水道の整備に伴い、公衆衛生及び快適な生活環境の向上と公共用水域の水質保全が図られている。

　仙北地域福田地区農業集落排水区域内の管路で軟弱地盤による経年の沈下のためタルミが発生し、管路内及びマンホールに汚水が滞水していることにより、管路布設替え工事を実施する。

　市民の公衆衛生及び生活環境の向上と公共水域の水質の保全に資するため、農村地域の下水道整備を進め、健康で文化的な社会環境を確保し、明るく豊かな市民生活の実現を図る。
国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

23,70023,70023,70023,700 6,6466,6466,6466,646

30,34630,34630,34630,346 千円【28年度】 0000 千円【増減額】 30,34630,34630,34630,346※29年度事業費の財源内訳
事 業 説 明 書(施策の大綱)　上下水道等の整備 (施策)　生活排水処理対策の推進 (基本事業)　農業集落排水事業の推進

新規『事業名』 農業集落排水事業費（単独分）農業集落排水事業費（単独分）農業集落排水事業費（単独分）農業集落排水事業費（単独分）

（単位：千円）事業概要管路布設替え工事測量設計業務委託料管路布設替え工事合　計 予算額5,34625,00030,346
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